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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、市
立

学
校
の
特
長
や
教
育
活
動
な
ど

を
校
長
先
生
が
紹
介
し
ま
す
。

麦踏み

栄
小
学
校

泉
小
学
校

　
栄
小
学
校
は
、
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
か

ら
徒
歩
10
分
程
、
都
道
や
幹
線
道
路

の
そ
ば
に
あ
り
ま
す
が
、
畑
に
囲
ま

れ
た
の
ど
か
な
学
校
で
す
。

　
子
供
た
ち
は
、
保
護
者
や
地
域
の

方
々
に
支
え
ら
れ
て
、
の
び
の
び
、

お
お
ら
か
に
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
校
で
は
、
「
見
つ
め
よ
う
　
育

て
よ
う
　
心
と
体
の
健
康
を
」
の
研

究
主
題
の
も
と
、
食
育
を
中
心
に
研

究
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
の
一
つ
、
「
麦
を
育
て
よ

う
」
の
体
験
学
習
を
し
ま
し
た
。
学

校
か
ら
少
し
離
れ
た
畑
で
、
農
家
の

方
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

麦
の
種
ま
き
、
観
察
、
麦
踏
み
、
刈

り
取
り
を
体
験
し
て
き
ま
し
た
。
学

校
の
畑
に
も
種
を
蒔
き
、
同
様
に
育

て
、
花
の
観
察
も
し
ま
し
た
。
と
れ

た
麦
を
穂
か
ら
は
ず
し
て
い
た
だ
き
、

実
を
石
臼
で
粉
に
ひ
い
て
み
ま
し
た
。

で
き
た
麦
は
、
他
の
畑
で
育
て
た

キ
ャ
ベ
ツ
と
と
も
に
、
お
好
み
焼
き

に
し
て
食
べ
る
予
定
で
す
。

　
こ
う
し
て
、
食
べ
物
が
食
卓
に
の

る
ま
で
に
、
多
く
の
人
の
か
か
わ
り

や
苦
労
が
あ
る
こ
と
を
学
ん
で
い
ま

す
。

　
　
　
栄
小
学
校
長

　
本
校
で
は
「
特
色
あ
る
教
育
活

動
」
の
一
環
で
日
常
的
に
「
俳
句
・

短
歌
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
次
の
作
品
は
、
昨
年
の
「
一
茶
ま

つ
り
」
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
俳
句
・
短
歌
大
会

で
賞
を
い
た
だ
い
た
作
品
で
す
。

（
飯
塚 

健
太
郎
）

（
添
田 

快
）

＊
他
に
11
作
品
受
賞

　
学
期
に
一
回
、
全
校
俳
句
朝
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
約
10
分
間
、
校

庭
の
自
然
の
姿
や
音
に
耳
・
目
を
傾

け
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
体
感
し

ま
す
。
「
俳
句
は
心
の
つ
ぶ
や
き
」

を
合
い
言
葉
に
五
、
七
、
五
に
気
持

ち
を
表
し
ま
す
。
そ
し
て
、
翌
日
に

は
「
校
長
室
便
り
」
に
、
各
学
級
の

優
秀
作
品
を
掲
載
し
、
家
庭
に
お
届

け
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
年
３
・
４
年
生
は
百
人

一
首
に
取
り
組
み
、
３
月
に
は
、
女

流
名
人
を
招
い
て
、
お
話
を
聞
い
た

り
対
戦
し
た
り
す
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
　
　
泉
小
学
校
長

上
向
台
小
学
校
〜
創
立
30
周
年

校
長
　
髙
谷
　
好
文

　
上
向
台
小
学
校
が
で
き
て
30
年
が

経
ち
ま
し
た
。
緑
の
木
や
季
節
の
草

花
に
み
ち
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

に
隣
接
し
、
広
大
な
小
金
井
公
園
が

庭
の
よ
う
な
、
自
然
に
囲
ま
れ
た
学

校
で
す
。

　
自
然
環
境
と
地
域
の
方
々
、
保
護

者
の
皆
様
、
こ
れ
ま
で
の
先
生
方
、

何
よ
り
も
子
供
た
ち
の
力
で
30
年
を

経
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
節
目
の
年
を
終
え
新
た
な
出
発
に
、

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

《
記
念
式
典
》
11
月
７
日
（
金
）

午
後
２
時
〜
本
校
体
育
館

保
谷
中
学
校
〜
創
立
60
周
年

　
校
長
　

蚊
野
　
秀
明

　
本
校
は
昭
和
22
年
に
旧
保
谷
町
唯

一
の
新
制
中
学
校
と
し
て
開
校
し
て

以
来
、
62
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
卒

業
生
は
１
５
、
０
０
０
名
を
超
え
、

各
方
面
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
都
道

調
布
保
谷
線
建
設
に
伴
う
体
育
館
建

て
替
え
工
事
の
完
了
を
待
っ
て
、
昨

日
10
月
31
日
、
創
立
六
十
周
年
式
典

を
、
坂
口
市
長
は
じ
め
多
数
の
ご
来

賓
を
迎
え
て
盛
大
に
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
地
域
の
中
学
校
と
し
て
、

生
徒
が
そ
の
も
て
る
力
を
伸
ば
し
豊

か
な
人
生
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
心
触
れ
合
う

教
育
実
践
を
大
切
に
し
、
生
徒
・
保

護
者
・
地
域
の
期
待
に
応
え
て
ま
い

り
ま
す
。

田
無
第
二
中
学
校
〜
創
立
50
周
年

校
長
　
西
嶋
　
剛
昭

　
本
校
は
、
昭
和
33
年
４
月
に
開
校

し
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
今
年
、

五
十
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
半
世
紀
に
巣
立

っ
て
い
っ
た
卒
業
生
の
総
数
は
、
９
、

０
３
６
名
に
な
り
ま
す
。
　 

　
現
在
、
本
校
は
生
徒
数
３
８
２
名
。

生
徒
た
ち
は
意
欲
的
に
学
習
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
さ
わ
や

か
な
挨
拶
が
校
内
に
飛
び
交
い
、
真

摯
な
態
度
で
毎
日
の
生
活
を
送
っ
て

い
ま
す
。
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
「
健

康
・
誠
実
・
敬
愛
」
の
精
神
は
、
確

実
に
培
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

《
記
念
式
典
》
11
月
１
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
本
校
体
育
館

明
保
中
学
校
〜
創
立
30
周
年

校
長
　
山
田
　
武
司

　
明
保
中
学
校
は
昭
和
53
年
４
月
、

現
在
の
住
吉
小
学
校
の
地
で
開
校
し
、

58
年
７
月
、
旧
教
育
大
跡
地
に
建
設

さ
れ
た
現
在
の
校
舎
に
移
転
し
ま
し

た
。
　
本
校
は
、
塀
が
な
く
、
地
域
の
方

も
使
用
で
き
る
立
派
な
体
育
館
な
ど

を
備
え
、
地
域
と
の
連
携
を
願
っ
た

学
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
保
護
者
や
地
域
と
の
連

携
を
図
り
、
自
主
性
に
富
み
、
人
間

性
豊
か
な
生
徒
の
育
成
に
努
め
て
来

ま
し
た
。
現
在
、
生
徒
数
３
０
８

名
・
10
学
級
で
、
落
ち
着
い
た
教
育

環
境
の
中
で
、
一
人
一
人
の
個
性
や

能
力
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

《
記
念
式
典
》
11
月
７
日
（
金
）

午
前
10
時
45
分
〜
本
校
体
育
館

創
立
記
念
行
事

創
立
記
念
行
事

創
立
記
念
行
事

　
夏
休
み
中
、
西
東
京
市
の
多
く
の

児
童
・
生
徒
が
全
国
大
会
及
び
関
東

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
そ
の
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
後
も
さ
ら
な

る
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

□
全
国
大
会

★
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

・
男
子
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

　
（
11
・
12
歳
の
部
）
第
４
位

　
　
鈴
木
　
隆
介
（
保
谷
小
学
校
）

★
全
国
中
学
校
水
泳
競
技
大
会

・
女
子
４
０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー

　
第
７
位
入
賞

・
女
子
４
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

　
第
４
位
入
賞

　
　
亀
森
美
紀
（
保
谷
中
学
校
）

　
　
相
良
也
実
（
保
谷
中
学
校
）

　
　
中
嶋
理
乃
（
保
谷
中
学
校
）

　
　
石
川
真
由
（
保
谷
中
学
校
）

・
男
子
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
出
場

　
　
福
山
直
人
（
保
谷
中
学
校
）

・
女
子
２
０
０
ｍ
背
泳
ぎ
第
11
位

・
女
子
１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ
第
13
位

　
　
亀
森
美
紀
（
保
谷
中
学
校
）

・
女
子
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

　
第
16
位

・
女
子
４
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

　
第
10
位

　
　
相
良
也
実
（
保
谷
中
学
校
）

・
女
子
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
出
場

　
　
中
島
理
乃
（
保
谷
中
学
校
）

　□
関
東
大
会

★
関
東
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

・
共
通
男
子
走
幅
跳
出
場

　
　
大
野
翔
太（
田
無
第
三
中
学
校
）

★
関
東
中
学
校
水
泳
大
会

・
女
子
２
０
０
ｍ
背
泳
ぎ
出
場

　
　
神
原
瑞
碧（
田
無
第
四
中
学
校
）

・
男
子
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
出
場

　
　
豊
田
郁
豪（
田
無
第
四
中
学
校
）

　
（
敬
省
略
）

◆
教
育
指
導
課

０
４
２
（
４
３
８
）
４
０
７
５

柳
沢
小
学
校

　
柳
沢
小
学
校
で
は
２
学
期
制
試
行

に
と
も
な
い
、
夏
休
み
も
学
び
の
継

続
を
図
る
た
め
に
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
低
・
中
・
高

学
年
ご
と
に
、
学
習
の
基
礎
的
な
内

容
を
習
得
・
習
熟
す
る
講
座
や
、
発

展
的
な
内
容
の
講
座
を
設
定
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
は
、
隣
接
す
る
都
立
田
無
工

業
高
校
と
連
携
し
て
、
高
校
の
教
員

に
よ
る
本
格
的
な
施
設
・
設
備
を
活

用
し
た
「
も
の
づ
く
り
」
の
講
座
を

開
設
し
ま
し
た
。
開
設
し
た
講
座
は
、

「
金
属
を
溶
か
し
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
」

「
紙
の
飛
行
機
・
凧
」「
ミ
ニ
チ
ュ
ア

屋
台
」「
青
竹
や
ガ
ラ
ス
コ
ッ
プ
に
砂

を
吹
き
付
け
た
模
様
」「
橋
の
模
型
」

の
５
講
座
で
す
。
田
無
工
業
高
校
の

田
村
副
校
長
先
生
自
ら
も
、
子
供
た

ち
に
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
が
伝
わ

れ
ば
と
、
一
つ
の
講
座
を
担
当
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
田
無
工
業
高
校
の
校
舎
の
中
に
入

る
こ
と
が
初
め
て
の
児
童
も
多
く
、

素
晴
ら
し
い
施
設
に
大
き
な
歓
声
を

上
げ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
し

た
児
童
は
、
初
め
て
の
作
業
に
緊
張

し
な
が
ら
も
、
高
校
の
先
生
に
よ
る

優
し
く
丁
寧
な
説
明
を
受
け
、
真
剣

な
表
情
で
も
の
づ
く
り
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
高
校
の
生
徒
が
補
助
者
と

し
て
手
伝
っ
た
講
座
も
あ
り
、
生
徒

と
児
童
と
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
充

実
し
た
学
習
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
隣
接
校
と
い
う
利
点
を
生

か
し
て
、
様
々
な
連
携
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

柳
沢
中
学
校

　
柳
沢
中
学
校
で
は
今
年
度
か
ら
二

学
期
制
を
試
行
し
、
「
学
び
の
連
続

性
」
を
重
視
し
て
生
徒
の
学
力
向
上

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
夏
季
休
業
中
は
、

生
徒
が
自
分
の
課
題
を
解
決
す
る
機

会
と
し
て
「
学
習
教
室
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
実
施
期
間
は
夏
季
休
業
期

間
の
前
半
と
後
半
に
１
週
間
ず
つ
、

各
学
年
と
も
全
教
科
に
わ
た
っ
て
30

以
上
の
講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。
ど

の
学
年
も
約
半
数
か
ら
７
割
の
生
徒

が
参
加
し
、
そ
の
90
％
以
上
が
学
習

教
室
に
対
し
て「
良
か
っ
た
」な
ど
肯

定
的
な
評
価
を
し
て
い
ま
す
。
事
後

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
苦
手
だ
っ
た

国
語
の
読
解
問
題
が
理
解
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
」「
人
数
が
少
な
か
っ
た

の
で
、
授
業
で
は
で
き
な
い
よ
う
な

ス
ピ
ー
ド
で
勉
強
で
き
た
り
、
先
生

に
質
問
で
き
た
り
し
た
の
で
よ
か
っ

た
」「
社
会
で
は
過
去
の
入
試
問
題
に

取
り
組
ん
だ
の
で
入
試
状
況
が
想
像

で
き
、
と
て
も
良
か
っ
た
」
と
い
っ

た
生
徒
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

充
実
し
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
や
学
習
教
室
に

参
加
し
て
自
分
自
身
の
課
題
解
決
に

じ
っ
く
り
取
り
組
む
、
そ
ん
な
夏
休

み
の
過
ご
し
方
も
定
着
し
て
き
て
い

ま
す
。

◆
教
育
指
導
課

０
４
２
（
４
３
８
）
４
０
７
５

夏
休
み
期
間
中
の
児
童
・
生
徒
の
活
躍

伝統文化に触れる百人一首の学習

市
内
の
小
・
中
学
校
数
に
相
違
が
あ
る
た
め
、
今
号
か
ら
は
小
学
校
・
小

学
校
、
小
学
校
・
中
学
校
の
順
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す


